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1．問題の所在
　「ボランティアをするのは世のため、人のため」という伝統的な動機群
を前提として、ボランティアを道徳化する世間的な、建前的な言説がある。
たとえば、現行の中学校学習指導要領解説道徳編（2008 年 9 月）には、「ボ
ランティア活動」という言葉が 24 箇所出てくるが、改正教育基本法の趣
旨を受けて、「公共の精神」と「社会貢献の精神」が強調され、子ども達
の社会体験の不足に対処するため、ボランティア活動や職場体験活動等の
社会体験を充実させて公共の福祉に努め、公徳心などを身につけて道徳性
を育むことが期待されている。
　しかし、ボランティアにかかわるようになって、ボランティアを道徳化
することへの違和感と懸念を常に感じてきた。たとえば、「ボランティア
= 善行」という受け止め方が日本では根強いが、そうしたボランティアの
道徳化が、ボランティアの広がりを妨げているのではないかという懸念を
抱いてきた。
2．モラル（道徳）の定義
　ここで、用語の定義をしておく。「モラル（道徳）」とは、中学校学習指
導要領解説道徳編（2008 年 9 月）の中では、「人と人との関係の中での望
ましい生き方」、「人間らしいよさを求め、人格の形成を図ること」と、無
難に定義されている。したがって、道徳性とは、「人と人との関係の中で
の望ましい生き方」に関してその社会で承認されている「望ましさ」であ
り、また、「人間らしいよさを求め、人格の形成を図ること」に関して、
その社会で人間らしく生きる生き方として承認されている「よさ」である。
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　中学校学習指導要領で示される道徳の内容としては、「主として他人と
のかかわりに関すること」では、礼儀、思いやり、寛容、感謝などの徳目
が挙げられ、「主として集団や社会とのかかわりに関すること」では、規
則の遵守、規律、義務、公徳心、社会連帯、正義、公正、公平、役割と責
任、勤勉、奉仕、父母や祖父母に対する敬愛、教師や学校の人々に対する
敬愛、郷土愛、高齢者への尊敬と感謝、愛国心、日本人としての自覚、世
界平和と人類の幸福への貢献、などの徳目が挙げられている。
3．ボランティアの定義（特徴）
　ボランティアの定義は意外に難しい。未だに、日本語の訳語が定まらな
いのはそのためである。ボランティアの世界での大まかな合意として、次
の 3 つの要素を持つ行為をボランティアと認めている。
　　1．自発性（自らの意志で行う責任を持つ）
　　2．無償性（物質的見返りを求めない）
　　3．公益性（他者の利益をもたらす）
　ボランティア活動の種類は多く、100 以上だという人もいる。
　たとえば、障がい者の生活介助、車椅子ダンスパートナー、献血（呼び
込み）、パピーワーカー、BBS 活動、朗読、点訳、テープ吹き込み、服の
リフォーム、手話通訳、要約筆記、ノートテイク、パソコンテイク、里親
（一日、週末）、職親、絵本づくり（布の絵本、さわる絵本）、子ども文庫巡回、
おもちゃライブラリー、おもちゃの修理、障がい者スポーツの練習相手、
いのちの電話、話し相手（傾聴）、法律相談、観光案内、野球審判員、署
名運動、請願活動、保育所建設運動、遊び場づくり、まちづくり、防災活
動、災害時支援ボランティア、消防団、防犯パトロール、タウンウォッチ
ング、マップづくり、防犯パトロール、交通安全活動、公園づくり・管理
活動、緑化・植樹活動、環境美化活動、森林ボランティア（間伐、下草刈
り）、駅前自転車整理、出前理美容、エコ料理教室、ホームページ開設・
管理、民話・昔話収集活動、演劇活動（人形劇、エプロンシアター、紙芝居
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なども含む）、伝統芸能保存活動、文化財パトロール、地域の歴史記録、タ
ウン誌づくり、上映会活動、お話語り部、生涯学習講師、演奏訪問、歌の
指導・サポート、教育支援活動、学校支援活動、文化ボランティア（博物
館、図書館、美術館、動物園、イベントホール等）等、多岐にわたる活動が
ある。
4．ボランティアの流れ
　ボランティアの定義に関連して、その歴史的な由来として、次の 5 つが
意識されている。
　⑴義勇兵 Volunteer
・17 世紀に建てられた英国キリスト教会の門に刻まれた言葉「外か
らの敵の侵入に対して、市民から Volunteer を募り、それに備えた」。
・1792 年　フランス革命に立ち上がった人々を Voluntaire と呼ぶ。
・1861 年　アメリカ南北戦争時、リンカーンが志願兵を Volunteer
と呼ぶ。
・1899 年　『福翁自伝』の中に、1860 年に米サンフランシスコ上陸の
際、「義勇兵の接待」を受けたという記述あり。
　⑵慈善・奉仕活動 charity
・1866 年　アメリカ、マサチューセッツ州で「キリスト者学生ボラ
ンティア運動」が誕生した。
・1869 年　ロンドンで慈善組織協会 Charity Organization Society が
つくられる。
・1948 年　赤十字奉仕団設立。
　⑶特権（者）の責務 noblesse oblíge
・1884 年　イギリスでセツルメント・ハウスが建設される。
・1897 年　片山潜、神田にキングスレー館を設立し、セツルメント
活動を開始。
・1923 年　関東大震災時、東京帝大生や関西学院大生などの救援活
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動が行われる。
・1924 年　東京帝大セツルメントが設立される。
・1946 年　京都の大学生が BBS 運動を始める。
　⑷助け合い・協力 reciprocity
　これは、ボランティアの世界では、「お」の字ボランティアと呼ばれる。
「お互いさま」「恩返し」「お裾分け」「思いやり」「お節介」といった相互
扶助的な協力行動がボランティア活動の源となっている。
　⑸率先市民（活動的市民）active citizen
　今日、NPO や市民活動を支えているのはボランティアである。市民活
動の掲げるミッション（理念と目標）に共鳴して、自分のお金や時間、知
識・技能や経験を提供する。市民活動の企てを共同で進める同志としての
活動である。市民活動を社会的課題の解決を目指す取り組みだと定義する
と、ボランティアは社会参加の手段であり、その意味で、ボランティア活
動をすることは社会的課題にかかわる市民の権利と捉えられる。
　以上の 5 つの流れのほかに、今日、若者たちがボランティアへと向かう
動機として、「自己実現への手段としてのボランティア」「癒やしの場とし
てのボランティア」という捉え方が増えてきている。その 2 つを追加して
おこう。
　⑹自己実現への手段としてのボランティア
　大学生に見るボランティア活動動機調査（きょうと学生ボランティアセン
ター 2001 年調査　350 人）を見ると、「新しい人と出会いたい」「新しく感
動できる体験がしたい」「自分のやりたいことを発見したい」という回答
が非常に多くなっている。
　⑺癒やしの場としてのボランティア
　同調査には、数としては⑺の自己実現志向の 3 分の 1 程度であるが、「自
分自身を見失っているような不安や喪失感」「自分自身の生き方に自信が
もてない」「人や集団とのコミュニケーションに自信がもてない」自分を
癒やす場としてボランティア活動に入る若者が増えつつある。
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　以上の⑹と⑺の新しい傾向は、⑴～⑸の「他者志向的」ボランティアに
比べると、まず自己の充実や癒やしを求める態度として「自己本位的」ボ
ランティアと呼べるだろう。「自己本位」とは、「利己」とは違う視野を持
つ、自分自身の内面の声を優先しようという態度である。
4．考察
　「ボランティア」という活動はない。あるのは上に見たような具体的な個々
の活動で、その中身は様々である。また、活動テーマによっては対立する
ケースもある。上では、署名運動、請願活動、保育所建設運動が入ってい
るが、署名や請願の活動では、対立する立場があることが予想される。保
育所が環境を悪くするという反対の立場もあり得る。同様に、中絶を「女
性の権利」として取り組むボランティア活動があり、逆に、「中絶反対」
のボランティア活動もあり得る。「反捕鯨」のボランティア活動があり、
逆に「食文化を守るための捕鯨容認」のボランティア活動もあり得る。ボ
ランティア活動の特徴としての自発性・自律性だけでは直ちに「行為のよ
さ」を証明できない。どちらが正しいと、抽象的には判断することができ
ないだろう。つまり、ボランティアは善行ではない。
　「ボランティアは偽善」「結局自己満足」というイメージを持つ亜細亜大
学「ボランティア論」受講生が、ボランティア活動に触れることを通じて、
そのイメージが変化してくることが多い。「ボランティアは偽善」という
イメージは、「ボランティア = 善行」観を前提とした反発と疑問である。
また、それは、「善行だからやるといいよ」という大人の嘘っぽいススメ
への若者の健康な反発でもある。どのような変化か、彼らの言葉を紹介す
る。括弧内の数字は、変化の度合いの大きさを 5 段階で示している。最大
値が 5 である。
　「偽善」「自己満足」イメージの変化（2014 年度ボランティア論Ⅰでの終了
アンケートより）
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・前は偽善者がやるものだと思っていた（変化度 5。以下同じ）
・自己満足だと思っていたが、「させてもらう」という意味が分かっ
た（4）
・何のためにするのか疑問だったが、自分の成長のため、人のために
することが分かった（5）
・自己満足だと思っていたが、他人も入ってくることが分かった（4）
・自己満足だと思っていたが、相手側から良いものをもらえることを
感じた（5）
・地位の高い人が低い人を手助けするというイメージばかりではない
ことが分かった（3）
・してあげるのではなく、させてもらっていることが分かった（4）
・してあげるものではなく、させてもらうものだと学んだ（4）
・相手に元気を与えるだけと思っていたが、感謝され自分が元気をも
らえることに気づいた（5）
・利益や満足を求めないと決めつけていたが、自己満足や気持ちよさ
があっても良いと思うようになった（4）
・「見返り」の考え方が変わり、頂いたものは受け取っていこうと思
うようになった（5）
　活動をする中で、くすぶっていた「偽善かも？」という感覚はすでに消
えている。彼らは「善」を偽っているのではなく、また、「善行」を施し
ているのでもなく、敢えて言えば、相手と共に活動し、その活動を楽しみ、
相手と共に生きていることを感じているだけである。彼らはそうした自分
の在り方を肯定する。しかし、それは自己満足（自分だけの満足）ではない。
なぜなら、その満足は相手の満足を伴っている。いわば、共に満足する、
相互の満足である。その世界における満足は、もう、自己満足の世界では
ない。
　自分を開いて、相手との新しい関係を育む世界を感じ、相互の満足を味
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わう。それは「望ましい生き方」と呼んでもいい世界であるが、それを「モ
ラル」と呼ぶことは私には躊躇がある。なぜなら、その世界では、出会い、
自己満足、自信、気持ちよさ、相手の気持ち、感謝、相手からの贈り物等
がごちゃ混ぜになっているからである。言ってみれば、混沌とした世界で
ある。
　だから、その世界は、「汝なすべし」という義務の世界（カント的な道徳
性の世界）ではなく、「汝なしあたう」という権利（自由）の世界である。
ボランティアの道徳化は権利の世界でなく、義務の世界へボランティアを
近づけようとする道である。しかし、その道は、ボランティアの生命力を
弱めるように感じる。ボランティアの将来は権利の世界での多様な展開に
かかっていると私は考える。
